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今月の表紙：天空の不夜城
場所：秋田県能代市 https://www.mirokukai.ne.jp/
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シリーズ企画

東北会企画①
夜空を彩る巨大灯籠「天空の不夜城」

東北会企画②
400年の歴史を誇る「南部鉄器」
東北会企画③
いま人気を集める「週末は山形で農園ランチ」

事務所訪問
税理士法人若葉

第43回 全国統一研修会 沖縄大会
開催のご案内
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『会計大将』



会
場
：
彩
海（
2
階
）

演
題
：「
激
変
す
る
国
際
環

境
と
日
本
の
進
路
」

講
師
：
作
家
・
元
外
務
省
主
任
分
析
官

佐さ

と

う藤 

優ま
さ
る 

氏

■日程　平成30年11月8日（木）
■会場　ANAクラウンプラザホテル

沖縄ハーバービュー
〒900-0021沖縄県那覇市泉崎2-46
TEL：098-853-2111

■受付／午後0時30分～午後1時45分
■式典・基調講演／午後1時45分～午後4時00分
■第1・2・3分科会／午後4時30分～午後6時00分
■懇親パーティー／午後6時30分～午後8時30分

主催：ミロク会計人会連合会
担当：沖縄ミロク会計人会
協賛：株式会社ミロク情報サービス

日
々
刻
々
と
移
り
変
わ
る
世
界
を

見
つ
め
、
常
に
最
新
の
情
報
や
知
識
、

技
術
を
皆
様
に
提
供
し
開
催
し
て
き

た
全
国
統
一
研
修
会
。
43
回
目
の
今

回
は
、
事
務
所
を
経
営
し
て
い
く
上

で
心
得
て
お
き
た
い
こ
と
、
そ
し
て

顧
問
先
企
業
へ
経
営
面
で
助
言
や
ア

ド
バ
イ
ス
を
す
る
際
に
役
立
つ
情
報

な
ど
を
発
信
す
る
研
修
を
企
画
し
て

い
ま
す
。

基
調
講
演
に
は
、
作
家
で
あ
り
元

外
務
省
主
任
分
析
官
で
も
あ
る
佐
藤 

優
氏
を
お
招
き
し
、「
激
変
す
る
国

際
環
境
と
日
本
の
進
路
」
と
題
し
て

ご
講
演
い
た
だ
き
ま
す
。

第
1
分
科
会
は
、
ミ
ロ
ク
会
計
人

会
連
合
会
・
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
委

員
会
が
企
画
運
営
を
行
い
、「
10
年

後
求
め
ら
れ
る
税
理
士
事
務
所
と
な

る
た
め
に
」
を
演
題
に
、Fintech

や

A
I
、
働
き
方
改
革
を
テ
ー
マ
と
し

た
セ
ミ
ナ
ー
を
行
い
ま
す
。

第
2
分
科
会
で
は
、
ウ
イ
ル
ス
学

者
（
獣
医
学
博
士
）
で
あ
り
、（
有
）

生
物
資
源
研
究
所
の
代
表
も
務
め
る

根ね

ろ

め

路
銘 

国
昭
氏
に
、「
人
生
い
ろ
い

ろ
か
ら
沖
縄
の
未
来
図
」
と
題
し
た

講
演
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

第
3
分
科
会
で
は
、
文
学
博
士
で

琉
球
史
の
権
威
で
あ
る
琉
球
大
学
の

名
誉
教
授
、
高
良 

倉
吉
氏
を
お
招

き
し
、「
琉
球
王
国
の
歴
史
を
考
え

る
」
を
テ
ー
マ
に
お
話
し
い
た
だ
き

ま
す
。

全
国
統
一
研
修
会
に
、
多
数
の
皆

様
の
ご
参
加
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

基

調

講

演

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

1
9
6
0
年
東
京
都
生
ま
れ
。

85
年
に
同
志
社
大
学
大
学
院
を
修

了
し
、
外
務
省
に
入
省
。
英
国
の

陸
軍
語
学
学
校
で
ロ
シ
ア
語
を
学

び
、
そ
の
後
、
モ
ス
ク
ワ
の
日
本

国
大
使
館
、
東
京
の
外
務
省
国
際

情
報
局
に
勤
務
。2
0
0
2
年
5
月

に
鈴
木
宗
男
事
件
に
連
座
し
、
東

京
地
検
特
捜
部
に
逮
捕
、
起
訴
さ

れ
、
無
罪
主
張
を
し
、
争
う
も
09

年
6
月
に
執
行
猶
予
付
き
有
罪
確

定
、
13
年
6
月
に
執
行
猶
予
期
間

～美ら海 美ら島！ ようこそ南国 沖縄へ～

第43回全国統一研修会

撮影者：森 清（もり きよし）

沖縄大会

2月刊税理士事務所CHANNEL



●
第
6
回
郷
土
物
産
展

日
程
／
平
成
30
年
11
月
8
日（
木
）

●
懇
親
ゴ
ル
フ
大
会

日
程
／
平
成
30
年
11
月
9
日（
金
）

会
場
／
琉
球
ゴ
ル
フ
倶
楽
部

〒
9
0
1
ー
0
6
0
8

沖
縄
県
南
城
市
玉
城
字
親
慶
原

1
番
地

※
定
員
1
0
0
名

●
記
念
旅
行

日
程
／
平
成
30
年
11
月
9
日（
金
）

　
　
　
～
11
日（
日
）

※
旅
程
は
次
号
に
て
紹
介
し
ま
す

同
時
開
催
！

が
満
了
。
こ
の
逮
捕
劇
を
「
国
策

捜
査
」
と
し
て
描
い
た
『
国
家
の

罠

―
外
務
省
の
ラ
ス
プ
ー
チ
ン

と
呼
ば
れ
て
』（
新
潮
社
）
は
大
き

な
波
紋
を
呼
び
、
毎
日
出
版
文
化

賞
特
別
賞
を
受
賞
。『
自
壊
す
る
帝

国
』（
新
潮
社
）
が
新
潮
ド
キ
ュ
メ

ン
ト
賞
、
大
宅
壮
一
ノ
ン
フ
ィ
ク

シ
ョ
ン
賞
を
受
賞
し
た
。

会
場 

： 

白
鳳（
2
階
）

演
題 

： 「
10
年
後
求
め
ら
れ
る
税
理

士
事
務
所
と
な
る
た
め
に
」

運
営
・
企
画
／
ミ
ロ
ク
会
計
人
会
連
合
会
・

情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
委
員
会

会
場 

： 

金
鶏（
2
階
）

演
題 

： 「
人
生
い
ろ
い
ろ
か
ら

沖
縄
の
未
来
図
」

講
師 

： 

ウ
イ
ル
ス
学
者（
獣
医
学
博
士
）

（
有
）生
物
資
源
研
究
所

代
表
取
締
役
／
所
長

根ね

ろ

め
路
銘 

国く
に
あ
き昭 

氏

会
場 

： 

ア
イ
ラ
ン
ド
ブ
リ
ー
ズ（
2
階
）

演
題 

：「
琉
球
王
国
の
歴
史
を

考
え
る
」

講
師 

： 

琉
球
大
学
名
誉
教
授

（
文
学
博
士・琉
球
史
）

高た
か
ら良 

倉く
ら
よ
し吉 

氏

第

1

分

科

会

第

2

分

科

会

第

3

分

科

会

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

1
9
3
9
年
沖
縄
県
本
部
町
生

ま
れ
。
62
年
琉
球
大
学
農
学
部

な
ら
び
に
65
年
北
海
道
大
学
獣
医

学
部
を
卒
業
。
国
立
予
防
衛
生
研

究
所
（
現
・
国
立
感
染
症
研
究

所
）
に
入
所
。
同
ウ
イ
ル
ス
第

一
部
呼
吸
器
系
ウ
イ
ル
ス
研
究
室

長
、W
H
O
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
・
呼

吸
器
ウ
イ
ル
ス
協
力
セ
ン
タ
ー
長
、

ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
世
界
エ
イ
ズ
治

療
評
価
24
人
委
員
会
委
員
、
厚
生

省
中
央
薬
事
審
議
会
臨
時
委
員
な

ど
を
歴
任
。2
0
0
4
年
に
（
有
）

生
物
資
源
研
究
所
を
設
立
し
、
代

サ
ー
ビ
ス
を
活
用
し
な
が
ら
事
務

所
の
課
題
を
ど
う
し
た
ら
改
善
で

き
る
か
、
そ
し
て
こ
れ
か
ら
も
地

域
に
お
い
て
信
頼
さ
れ
る
事
務
所

で
あ
り
続
け
ら
れ
る
か
に
つ
い
て

発
信
す
る
予
定
で
す
。

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　

2
0
0
8
年
北
海
道
大
会
で

初
め
て
委
員
会
と
し
て
分
科
会
を

担
当
。
そ
れ
か
ら
09
年
九
州
大
会
、

13
年
広
島
大
会
、
15
年
北
陸
大
会

と
4
回
の
分
科
会
で
情
報
を
発
信

し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
取
り

上
げ
た
テ
ー
マ
と
し
て
は
、
文
書

管
理
の
合
理
化
・
ペ
ー
パ
レ
ス
化
、

タ
ブ
レ
ッ
ト
型
端
末
を
利
用
し
た

業
務
改
善
な
ど
。
ま
た
、
調
査
・

研
究
の
成
果
を
小
冊
子
に
ま
と
め

て
き
ま
し
た
。

『
決
算
予
測
は
こ
う
活
用
す
る
！
』

『
デ
ジ
タ
ル
デ
バ
イ
ス
活
用
法
！
』

『
事
務
所
の
事
業
承
継
』『
事
務
所

管
理
の
活
用
法
』『
会
計
事
務
所
の

I
T

－

B
C
P
』
等

　

人
工
知
能（
A
I
）の
進
化
や
事

務
作
業
の
自
動
化
が
進
む
中
、
税

理
士
を
は
じ
め
と
す
る
士
業
を
取

り
巻
く
環
境
は
一
層
厳
し
さ
を
増

し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
『
10
年
後
社
会
か
ら
求
め
ら
れ
る

税
理
士
事
務
所
』で
あ
る
た
め
に

は「
今
、
何
を
す
る
必
要
が
あ
る

の
か
」を
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
形

式
で
探
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ

れ
ま
で
も
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
委

員
会
で
は
業
務
改
善
の
た
め
に
有

用
な
情
報
を
発
信
し
て
き
ま
し
た
。

今
回
も
M
J
S
の
シ
ス
テ
ム
や

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

1
9
4
7
年
、
沖
縄
県
伊
是
名

島
生
ま
れ
、
南
大
東
島
育
ち
。
71

年
に
愛
知
教
育
大
学
を
卒
業
し
、

73
年
に
沖
縄
県
沖
縄
史
料
編
集
所

専
門
員
、
沖
縄
県
立
博
物
館
主
査
、

浦
添
市
立
図
書
館
館
長
、
琉
球
大

表
取
締
役
に
就
任
。
受
賞
歴
に
、

国
際
ウ
イ
ル
ス
学
会
功
労
賞
、
中

国
河
北
省
人
民
政
府
外
国
人
功
労

大
賞
、
琉
球
新
報
賞
（
学
術
功
労
）。

研
究
成
果
等
（
1
）
研
究
論
文

3
5
0
編
以
上
（
英
文
約
1
0
0

編
、
和
文
約
2
5
0
編
）（
2
）
著

書
14
編
。

学
法
文
学
部
教
授
、
沖
縄
県
副
知

事
な
ど
を
歴
任
し
、
現
職
。
琉
球

史
、
特
に
琉
球
王
国
の
内
部
構

造
、
対
外
関
係
を
研
究
し
、
首
里

城
復
元
検
討
委
員
会
委
員
、N
H
K

大
河
ド
ラ
マ
「
琉
球
の
風
」
監
修
、

N
H
K
時
代
劇
「
テ
ン
ペ
ス
ト
」

時
代
考
証
な
ど
を
務
め
る
。
主
な

著
書
に
『
琉
球
の
時
代
』（
筑
摩
書

房
、
現
ち
く
ま
学
芸
文
庫
）、『
沖

縄
問
題

―
リ
ア
リ
ズ
ム
の
視
点

か
ら
』（
編
著
、
中
央
公
論
新
社
）

な
ど
。

3 月刊税理士事務所CHANNEL



所在地 福島県郡山市若葉町3-25
TEL 024-991-5888
FAX 024-922-3509
職員数 26名
URL http://www.wakabakk.jp

創
業
40
年
以
上
の
歴
史
の
中
で

医
業
支
援
な
ど
の
強
み
を
構
築

―
税
理
士
法
人
若
葉
に
は
40
年
以
上
の
歴

史
が
あ
り
、
地
元
の
中
小
規
模
事
業
者
か
ら

上
場
企
業
ま
で
数
多
く
の
顧
客
を
支
え
て
い

ま
す
。
設
立
当
初
の
状
況
と
そ
の
当
時
に
掲

げ
て
い
た
モ
ッ
ト
ー
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
い

た
だ
け
ま
す
か
。

遠
藤 

政
勝
代
表
社
員
（
以
下
、
政
勝
先
生
）

　

1
9
7
6
年
に
妻
と
二
人
、
自
宅
で
開

業
し
た
の
が
税
理
士
法
人
若
葉
の
出
発
点
で

す
。
当
初
の
顧
問
先
は
友
人
た
ち
数
名
で
し

た
。
特
別
な
目
標
や
コ
ン
セ
プ
ト
な
ど
を
掲

げ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
何
よ

り
「
親
し
み
や
す
い
存
在
」
と
し
て
あ
ら
ゆ

る
相
談
に
応
じ
ら
れ
る
事
務
所
で
あ
ろ
う
と

心
掛
け
ま
し
た
。
現
在
も
そ
の
考
え
は
ま
っ

た
く
変
わ
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
顧
問

先
の
大
多
数
は
小
規
模
事
業
者
で
、
目
先
の

仕
事
に
追
わ
れ
て
、「
将
来
を
見
据
え
た
経

営
」
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
視
野
を
広
げ
ら
れ

ず
に
い
る
ケ
ー
ス
も
多
い
の
で
、
私
た
ち
が

先
回
り
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
業
界
の
動
向
や
制

度
改
正
な
ど
に
対
応
す
る
よ
う
心
掛
け
て
い

ま
す
。

―
事
務
所
の
強
み
で
も
あ
る
医
業
支
援
は
、

ま
さ
に
そ
う
い
っ
た
取
り
組
み
の
一
つ
だ
と

思
い
ま
す
。
医
療
業
界
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
た

き
っ
か
け
は
何
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

政
勝
先
生　

1
9
8
5
年
の
医
療
法
改
正
で
、

い
わ
ゆ
る
「
一
人
医
師
医
療
法
人
」
の
設
立

が
可
能
に
な
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
し
た
。

50
年
に
創
設
さ
れ
た
医
療
法
人
制
度
に
お
い

　医業支援や自治体・大学の外部監査など、多彩な業務を手掛ける税理士法人若葉。
時代の流れを見据えた支援内容が地域で定評を得ています。代表社員の遠藤 政勝先生とそのご子息、
公認会計士・税理士の遠藤 健太郎先生に、事務所のこれまでと今後の展望について伺いました。

父子2代で税務会計業務と監査業務に奔走
時代の変化に素早く対応し顧問先を支える

税理士法人若葉

郡山市

事 務 所 訪 問

4月刊税理士事務所CHANNEL



度
内
容
を
み
れ
ば
み
る
ほ
ど
「
こ
れ
は
ぜ
ひ

や
る
べ
き
だ
」
と
確
信
し
、
率
先
し
て
制
度

利
用
の
支
援
に
力
を
入
れ
ま
し
た
。

―
顧
問
先
に
は
ど
の
よ
う
に
声
を
か
け
て

い
っ
た
の
で
す
か
。

政
勝
先
生　

診
療
所
の
経
営
と
医
師
個
人
の

家
計
を
明
確
に
分
離
す
る
こ
と
で
、
診
療
所

の
経
営
基
盤
を
強
化
で
き
る
こ
と
、
そ
し
て

法
人
化
に
よ
っ
て
診
療
所
が
医
療
機
関
と
し

て
社
会
的
信
用
を
確
立
で
き
る
こ
と
、
と
い

っ
た
メ
リ
ッ
ト
を
ま
ず
は
友
人
・
知
人
の
個

人
開
業
医
に
伝
え
、「
一
人
医
師
医
療
法
人
」

設
立
を
持
ち
か
け
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、「
一

人
医
師
医
療
法
人
」
の
福
島
県
第
1
号
を
当

事
務
所
の
支
援
で
出
す
こ
と
が
で
き
、
そ
の

後
2
、
3
件
と
事
例
が
増
え
る
う
ち
に
評
判

が
口
コ
ミ
で
伝
わ
り
、
結
果
と
し
て
医
療
業

界
の
顧
客
が
ど
ん
ど
ん
増
え
て
い
き
ま
し
た
。

お
か
げ
さ
ま
で
、
今
も
医
療
関
係
の
顧
問
先

は
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
で
す
が
一
方
で
、
医

師
の
方
々
は
診
療
に
大
幅
な
時
間
を
費
や
し
、

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
ま
で
な
か
な
か
手
が
回
ら

な
い
場
合
が
あ
る
の
で
、
そ
こ
を
し
っ
か
り

サ
ポ
ー
ト
す
る
よ
う
心
掛
け
て
い
ま
す
。
も

ち
ろ
ん
、
関
連
制
度
の
改
正
に
も
随
時
こ
ま

め
に
対
応
し
て
き
ま
し
た
。

事
業
再
生
に
尽
力
す
る
他

自
治
体
な
ど
の
外
部
監
査
に
も
注
力

―
ご
子
息
の
健
太
郎
先
生
は
、
15
年
ほ
ど

て
は
、
当
初
は
医
療
法
人
の
要
件
は
「
病
院

又
は
医
師
若
し
く
は
歯
科
医
師
が
常
時
三
人

以
上
勤
務
す
る
診
療
所
を
開
設
し
よ
う
と
す

る
社
団
又
は
財
団
」
で
し
た
が
、
こ
れ
が
改

正
さ
れ
、
医
師
や
歯
科
医
師
が
常
時
一
人
勤

務
す
る
診
療
所
で
も
、
法
人
設
立
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
現
在
で
こ
そ
個
人
開
業

医
の
法
人
化
は
当
た
り
前
で
、
医
療
法
人
全

体
の
8
割
を
こ
の
い
わ
ゆ
る
「
一
人
医
師
医

療
法
人
」
が
占
め
て
い
ま
す
が
、
制
度
開
始

間
も
な
い
当
時
、
会
計
事
務
所
業
界
で
は
慎

重
論
が
多
数
を
占
め
て
い
ま
し
た
。
と
い
う

の
は
、
い
っ
た
ん
医
療
法
人
と
な
れ
ば
、
安

易
に
こ
れ
を
解
散
し
て
は
な
ら
ず
、
税
務
上

の
デ
メ
リ
ッ
ト
や
体
制
変
更
に
か
か
る
コ
ス

ト
も
大
き
か
っ
た
か
ら
で
す
。
が
、
私
は
制

前
に
次
期
後
継
者
と
し
て
事
務
所
に
加
わ
っ

た
そ
う
で
す
ね
。
そ
の
あ
た
り
の
経
緯
を
教

え
て
い
た
だ
け
ま
す
か
。

遠
藤 

健
太
郎
先
生
（
以
下
、
健
太
郎
先
生
）

　

私
は
大
学
卒
業
後
、
監
査
法
人
と
一
般
企

業
勤
務
を
経
験
し
た
上
で
税
理
士
法
人
若
葉

に
入
り
ま
し
た
。
そ
れ
以
来
、
公
認
会
計
士

と
し
て
事
業
再
生
に
は
ず
っ
と
力
を
入
れ
て

き
ま
し
た
。
特
に
10
年
ほ
ど
前
、
東
京
に
顧

客
が
増
え
て
き
た
た
め
赤
坂
見
附
に
東
京
事

務
所
を
設
立
し
、
監
査
法
人
時
代
の
同
僚
で

あ
る
杉
山 

七
美
（
公
認
会
計
士
・
税
理
士
・

認
定
事
業
再
生
士
）
が
所
長
と
な
っ
て
か
ら

は
、
彼
女
と
連
携
し
て
多
く
の
事
業
再
生
案

件
を
手
掛
け
ま
し
た
。
そ
の
後
は
国
の
中
小

企
業
金
融
円
滑
化
法
や
信
用
保
証
協
会
・
地

域
金
融
機
関
・
商
工
会
議
所
な
ど
か
ら
成
る

中
小
企
業
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
る
経
営

改
善
支
援
、
地
域
経
済
活
性
化
支
援
機
構

（
企
業
再
生
支
援
機
構
を
改
組
）
に
よ
る
事
業

再
生
支
援
、
企
業
再
生
フ
ァ
ン
ド
へ
の
出
資

な
ど
、
法
的
枠
組
み
や
総
合
的
な
対
策
が
整

っ
て
き
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
事
業
再
生
に
携

わ
る
案
件
は
徐
々
に
減
っ
て
い
き
ま
し
た
。

―
監
査
法
人
時
代
の
経
験
も
、
現
在
の
仕

事
に
大
い
に
生
か
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
ね
。

健
太
郎
先
生　

地
方
公
共
団
体
外
部
監
査
制

度
の
下
、
こ
の
3
年
間
は
郡
山
市
の
役
所
に

頻
繁
に
出
入
り
し
、
外
部
専
門
家
と
し
て
監

査
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
他
、
県
内
の
大
学

の
監
査
な
ど
も
数
多
く
引
き
受
け
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
公
的
な
案
件
を
受
注
す
る
こ
と
が

で
き
て
い
る
の
は
、
監
査
法
人
時
代
の
経
験

の
賜
物
と
言
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

事
業
承
継
税
制
の

要
件
緩
和
に
も
素
早
く
対
応

―
最
近
、
顧
問
先
か
ら
は
ど
の
よ
う
な
相

談
案
件
が
多
い
の
で
し
ょ
う
か
。

政
勝
先
生　

相
続
や
事
業
承
継
に
関
す
る
相

談
が
こ
こ
数
年
増
え
て
い
ま
す
。
今
回
の
税

制
改
正
で
「
事
業
承
継
税
制
」
の
要
件
が
大

幅
に
緩
和
さ
れ
た
こ
と
で
状
況
が
大
き
く
変

わ
っ
た
の
で
、
こ
れ
を
活
用
し
た
支
援
に
こ

れ
か
ら
注
力
し
よ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。「
次

世
代
に
事
業
を
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
す
る
中
小
企

業
に
対
し
、
相
続
税
や
贈
与
税
を
大
幅
減
免

す
る
」
と
い
う
主
旨
で
09
年
の
税
制
改
正
で

設
け
ら
れ
た
の
が
事
業
承
継
制
度
で
す
。
当

初
は
条
件
が
厳
し
く
利
用
者
は
少
な
か
っ
た

の
で
す
が
、
今
回
の
改
正
で
株
式
に
か
か
る

贈
与
税
や
相
続
税
が
1
0
0
％
免
除
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
、
注
目
度
が
高
ま
っ
て
い
る
の

は
皆
様
ご
存
知
の
こ
と
か
と
思
い
ま
す
。
現

在
、
私
ど
も
は
こ
の
制
度
改
正
に
素
早
く
対

応
し
、
事
業
承
継
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
顧

客
に
向
け
て
積
極
的
に
制
度
利
用
を
呼
び
掛

け
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

―「
一
人
医
師
医
療
法
人
」
が
ス
タ
ー
ト
し

た
時
と
同
様
、
業
界
で
い
ち
早
く
動
く
こ
と

移転してまもない新しいオフィス

5 月刊税理士事務所CHANNEL



を
大
事
に
し
て
い
る
の
で
す
ね
。

政
勝
先
生　

そ
の
通
り
で
す
。
従
来
、
事
業

承
継
と
い
う
と
大
手
の
会
計
事
務
所
が
担
う

複
雑
で
専
門
的
な
案
件
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
も

あ
り
、
報
酬
が
高
額
に
な
る
ケ
ー
ス
が
多
く

あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
今
回
の
改
正
で
ス

キ
ー
ム
が
シ
ン
プ
ル
に
な
り
、
あ
ま
り
手
間

を
か
け
な
く
て
も
対
応
で
き
る
分
、
コ
ス
ト

を
抑
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
う

し
た
中
、
顧
問
先
か
ら
事
業
承
継
支
援
業
務

に
関
す
る
相
談
を
さ
れ
た
際
、
大
手
会
計
事

務
所
か
ら
も
提
案
を
受
け
て
い
る
と
こ
ろ
に

は
よ
り
最
適
な
報
酬
で
の
提
案
が
で
き
る
た

め
、
私
ど
も
の
よ
う
な
規
模
の
事
務
所
に
と

っ
て
は
今
後
大
き
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
と

な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

事
業
承
継
を
前
向
き
に
検
討
し
て
い
る
企

業
と
い
う
の
は
、
事
業
規
模
・
内
容
が
良
好

で
あ
る
と
こ
ろ
が
多
く
、
そ
う
い
っ
た
優
良

企
業
に
は
地
域
経
済
活
性
化
の
た
め
に
も
ス

ム
ー
ズ
に
事
業
承
継
し
て
ほ
し
い
の
で
、
事

前
対
策
を
積
極
的
に
働
き
か
け
、
し
っ
か
り

と
支
援
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

―
適
正
な
コ
ス
ト
で
シ
ン
プ
ル
に
サ
ポ
ー

ト
す
る
姿
勢
も
、
当
初
掲
げ
た
「
親
し
み
や

す
い
事
務
所
」
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
に
通
じ

ま
す
ね
。
最
後
に
今
後
の
展
望
を
そ
れ
ぞ
れ

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

健
太
郎
先
生　

こ
れ
ま
で
通
り
親
し
み
や
す

い
事
務
所
と
し
て
地
域
の
多
数
の
事
業
者
の

経
営
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
傍
ら
、
私
個
人

の
公
認
会
計
士
と
し
て
の
監
査
の
仕
事
の
幅

も
広
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。
大
学
な
ど
の
学

校
法
人
や
自
治
体
の
ほ
か
、
近
年
の
医
療
法

改
正
や
社
会
福
祉
法
改
正
で
、
一
定
規
模
以

上
の
社
会
医
療
法
人
、
社
会
福
祉
法
人
へ
の

外
部
監
査
が
義
務
化
さ
れ
、
経
営
の
健
全
化

や
透
明
化
が
よ
り
重
視
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
の
で
、
そ
の
あ
た
り
に
も
対
応
し
て

い
き
ま
す
。
事
務
所
全
体
の
業
務
と
の
2
本

立
て
は
大
変
で
す
が
、
父
が
築
い
て
き
た
こ

の
事
務
所
を
支
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

政
勝
先
生　
「
一
人
医
師
医
療
法
人
」
制
度
の

ス
タ
ー
ト
時
や
昨
今
の
事
業
承
継
制
度
の
要

件
緩
和
な
ど
に
素
早
く
対
応
し
て
き
た
よ
う

に
、
今
後
も
時
代
の
流
れ
を
常
に
し
っ
か
り

と
注
視
し
、
新
た
な
動
き
を
捉
え
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
た
と
え
ば
昨
今
、A
I
や

R
P
A（Robotic Process A

utom
ation

）

導
入
に
よ
る
省
力
化
・
効
率
化
や
生
産
性
向

上
が
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
進
ん
で
い
ま
す
。

会
計
事
務
所
業
界
も
そ
の
例
外
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
現
状
で
は
ま
だ
A
I
が
担
え
る
の
は

単
純
作
業
の
レ
ベ
ル
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す

が
、
ま
ず
記
帳
か
ら
始
ま
っ
て
、
い
ず
れ
は

税
法
判
断
ま
で
担
え
る
よ
う
に
な
っ
て
く
る

可
能
性
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
流
れ
に
ど
の
よ

う
に
、
ど
う
い
っ
た
タ
イ
ミ
ン
グ
で
乗
っ
て

い
く
か
。
注
意
深
く
動
向
を
探
り
た
い
と
思

い
ま
す
。
そ
し
て
も
ち
ろ
ん
、A
I
で
は
決

し
て
担
う
こ
と
の
で
き
な
い
「
親
し
み
や
す

さ
」
を
、
こ
れ
か
ら
も
守
り
続
け
て
い
き
ま

す
。―

本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ま
す
ま
す
の
ご
発
展
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

（右）事業承継税制を積極的に提案していくご意向の遠藤 政勝先生
（左）「これからは監査業務の幅も広げていきたい」と話す遠藤 健太郎先生

遠藤 政勝先生

大学を卒業し、地元の一般企業に就職、その後、東京に
転勤となったという政勝先生。そして3年後に母上が他界
されたのを機に帰郷、かねてよりの目標であった税理士と
しての起業を目指し、地元の会計事務所に勤務する傍ら資
格取得のための勉学に励まれたといいます。35歳の時に税
理士資格を取得し、翌年には自宅で開業を果たされました。

遠藤 健太郎先生

高校3年生の時に政勝先生と将来について話し合いの場
を持たれ「事務所の後を継ぐ意思があるなら応援する」と
伝えられたという健太郎先生。この言葉で、健太郎先生は
後継者としての覚悟を固めました。以来、大学に通いなが
ら公認会計士を目指して勉強を続け、1991年に公認会計士
の資格を取得。一般企業と監査法人を経て、今から15年ほ
ど前に事務所に加わりました。

税理士・公認会計士までの歩み

6月刊税理士事務所CHANNEL



ｍ
ｍ
ａ
ｐ
は
２
０
１
４
年
、
Ｍ
Ｊ
Ｓ
の

１
０
０
％
子
会
社
と
し
て
設
立
さ

れ
、
事
業
承
継
、
景
気
低
迷
の
余
波
を
受
け

た
資
金
難
、
優
秀
な
人
材
の
確
保
・
育
成
な

ど
、
中
小
企
業
が
抱
え
る
さ
ま
ざ
ま
な
経
営

課
題
を
経
営
者
と
と
も
に
解
決
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
会
社
で
す
。

ｍ
ｍ
ａ
ｐ
の
大
き
な
特
長
は
、
会
計
事
務

所
様
と
密
な
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
セ
ル
サ

イ
ド
（
譲
渡
を
希
望
す
る
企
業
）
の
立
場
で

顧
問
先
企
業
の
事
業
承
継
を
支
援
す
る
こ
と

で
す
。
そ
の
た
め
に
ｍ
ｍ
ａ
ｐ
で
は
会
計
事

務
所
様
と
の
業
務
提
携
パ
ー
ト
ナ
ー
制
度
を

構
築
し
、
現
在
３
２
６
４
の
事
務
所
様
が
パ

ー
ト
ナ
ー
に
な
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

譲
渡
希
望
の
顧
問
先
企
業
に
精
通
し
た
会
計

事
務
所
様
と
、
事
業
承
継
に
関
す
る
豊
富
な

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
経
験
を
持
つ
ｍ
ｍ
ａ
ｐ

が
協
力
体
制
を
築
く
こ
と
で
、
円
滑
な
事
業

承
継
を
実
現
し
ま
す
。

相
談
件
数
は
年
々
増
加
し
、
昨
年
度
は

５
５
３
件
に
の
ぼ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
成
立

件
数
は
累
計
で
31
件
と
な
り
、
相
談
件
数
の

増
加
に
伴
い
今
後
さ
ら
に
増
え
て
い
く
見
通

し
で
す
。
譲
渡
を
希
望
し
承
継
が
成
立
し
た

企
業
は
全
国
各
地
に
お
よ
び
、
業
種
も
製
造

業
、
小
売
・
卸
売
業
、
サ
ー
ビ
ス
業
、
医

療
・
介
護
業
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。
ど

の
地
域
の
い
か
な
る
業
種
に
も
対
応
で
き
、

ま
た
大
手
Ｍ
＆
Ａ
仲
介
会
社
で
は
受
け
付
け

な
い
規
模
の
案
件
で
も
積
極
的
に
対
応
す
る

の
が
、
ｍ
ｍ
ａ
ｐ
の
強
み
で
す
。

な
お
、
Ｍ
Ｊ
Ｓ
の
「A

CELIN
K

 N
X
-

Pro

」
を
お
使
い
で
業
務
提
携
パ
ー
ト
ナ
ー
の

事
務
所
様
に
は
、
Ｍ
＆
Ａ
に
お
い
て
譲
渡
価

格
の
目
安
と
な
る
株
主
価
値
を
代
表
的
な
計

算
方
法
で
算
出
す
る
企
業
評
価
シ
ス
テ
ム
を

無
償
で
提
供
し
ま
す
。
ま
た
、
ご
希
望
の
パ

ー
ト
ナ
ー
様
に
は
Ｍ
＆
Ａ
案
件
情
報
を
定
期

的
に
メ
ー
ル
に
て
配
信
し
て
お
り
ま
す
。

顧
問
先
の
経
営
者
が
高
齢
化
し
て
い
く
中
、

事
業
承
継
・
事
業
継
続
の
手
法
を
ｍ
ｍ
ａ
ｐ

と
と
も
に
提
案
し
、
顧
問
先
の
経
営
を
支
援

す
る
こ
と
は
、
他
事
務
所
と
の
差
別
化
に
も

つ
な
が
り
ま
す
。

こ
の
機
会
に
、
ｍ
ｍ
ａ
ｐ
と
の
パ
ー
ト
ナ

ー
契
約
を
ぜ
ひ
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

事業承継支援の最新情報
mmapが強力にバックアップ !

業務提携パートナー会計事務所数 3264事務所
相談件数（2017年度） 553件
成立案件数（累計） 31件

mmapによる事業承継支援の仕組み

mmapの実績

成約事例ご紹介

業種：人材派遣業

エリア スキーム 譲渡金額 譲受会社 売上高
東北 株式譲渡 約6億円 同業者（関東）約14億円

営業利益 純資産 従業員 成約までの期間
約8,000万円 約2億円 35名 5カ月

譲渡理由：
　後継者が不在の社長は、今後のことを含め、
自社が成長を続けていくためには第三者への
譲渡が必要だと考えていました。当該企業は業
績・経営状態ともに良好でしたが、社長は時代
の流れの速さと今後の市場動向に鑑み、資本力
のある企業のグループに入ることで、事業がよ
りスピーディーに拡大し従業員の幸せにもつ
ながると判断されました。いくつかのM&A会
社のセミナーに参加した後、mmapのパート
ナーである会計事務所様を通じて同社に相談

いただきました。

結果：
　譲受側は当該企業が事業を行う地方での事
業拡大を目指しており、業績・経営状態が良好
で需要の高い業種であることから、5カ月で成
約に至りました。社長が従業員を信頼し大切に
していること、また従業員も社長を信頼してい
ることが好業績の理由だと感じられる企業で、
譲受側もこの素晴らしい文化を維持し、対象会
社の発展を誓った理想的な事業承継でした。

会計事務所

顧問先企業

会計事務所との強固な関係のもと、
顧問先の事業承継を強力に支援!

相談・
アドバイス

アドバイザリー
サービス

業 務 提 携 契 約

　中小企業の事業承継が大きな課題となっている今、
ＭＪＳの子会社である（株）ＭＪＳ Ｍ＆Ａパートナー
ズ（mmap）は、円滑な事業承継を支援しています。今回
はその最新情報を中心にお伝えします。

7 月刊税理士事務所CHANNEL



1
0
0
0
年
以
上
の
歴
史
を
誇
る

「
能
代
役
七
夕
」
を
よ
り
魅
力
的
に

能
代
市
で
は
、
毎
年
8
月
6
〜
7
日
に

「
能
代
役や
く
た
な
ば
た

七
夕
」
と
い
う
伝
統
行
事
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
大
き
な
灯
籠
が
街
中
を
練
り

歩
く
の
が
特
徴
で
、
そ
の
歴
史
は
1
0
0
0

年
以
上
。
一
説
に
よ
る
と
、
飛
鳥
時
代
の
将

軍
・
安あ

べ

の

ひ

ら

ふ

倍
比
羅
夫
が
蝦え

ぞ夷
遠
征
の
際
に
、
大

き
な
灯
籠
を
つ
く
っ
て
敵
を
威
嚇
し
た
こ
と

が
は
じ
ま
り
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

中
で
も
、
ひ
と
き
わ
目
を
引
く
の
が
城
郭

型
の
灯
籠
で
す
が
、
こ
の
形
は
天
保
時
代

（
1
8
3
0
〜
1
8
4
4
年
）
に
名
古
屋
城

を
模
し
た
灯
籠
が
つ
く
ら
れ
た
こ
と
を
起
源

と
し
ま
す
。
そ
の
後
、
大
型
化
が
進
み
、「
高

さ
五
丈
八
尺
（
17
・
6
m
）
幅
三
間
四
方

（
5
・
4
m
）
も
あ
る
城
郭
型
灯
籠
を
夜
明
け

ま
で
引
廻
し
た
」
と
い
う
明
治
時
代
の
記
録

も
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
明
治
後
期
以
降
、
灯
籠
の
高
さ

は
7
〜
8
m
程
度
に
制
限
さ
れ
ま
す
。
電
気

が
普
及
し
、
街
中
に
電
線
が
張
り
巡
ら
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
で
す
。

そ
れ
か
ら
時
が
流
れ
、2
0
1
2
年
、
市

の
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
で
あ
る
能
代
市
国
道

1
0
1
号
の
電
線
地
中
化
が
完
了
し
た
こ

と
を
機
に
、
か
つ
て
の
巨
大
灯
籠
を
復
活
さ

せ
よ
う
と
い
う
声
が
上
が
り
ま
し
た
。
近
年
、

能
代
市
も
多
く
の
地
方
都
市
と
同
様
に
、
少

子
高
齢
化
に
よ
る
人
口
減
少
に
悩
ま
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
ち
の
活
力
を
少
し
で
も
取
り
戻

し
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、
先
人
た
ち
が
守

り
、
残
し
て
く
れ
た
伝
統
の
祭
り
を
パ
ワ
ー

ア
ッ
プ
さ
せ
、
観
光
の
目
玉
に
し
よ
う
と
い

う
取
り
組
み
が
始
ま
っ
た
の
で
す
。
そ
し
て

行
政
や
商
工
会
議
所
、
自
治
会
や
企
業
な
ど

が
協
力
し
て
、「
天
空
の
不
夜
城
協
議
会
」
を

立
ち
上
げ
ま
し
た
。　

高
さ
17
・
6
m
の
巨
大
灯
籠
を

1
枚
の
写
真
か
ら
再
現

し
か
し
、
い
ざ
巨
大
灯
籠
を
復
活
さ
せ
る

と
な
る
と
、
苦
難
の
連
続
で
し
た
。
ま
ず
、

作
り
方
が
分
か
ら
な
い
。
能
代
は
昭
和
に
2

度
の
大
火
に
見
舞
わ
れ
て
お
り
、
巨
大
灯
籠

の
詳
細
な
資
料
が
全
て
焼
失
し
て
し
ま
っ
て

い
た
の
で
す
。
幸
い
に
も
、
巨
大
灯
籠
を
写

し
た
明
治
時
代
の
銀
板
写
真
が
1
枚
発
見
さ

れ
、
そ
の
写
真
を
も
と
に
灯
籠
を
設
計
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
制
作
工
程
に
つ
い
て

は
「
立た
ち
ね
ぷ
た

佞
武
多
」
で
知
ら
れ
る
青
森
県
五
所

川
原
市
の
関
係
者
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
い

ま
し
た
。
ま
た
予
算
が
限
ら
れ
て
い
た
た

め
、
実
際
の
制
作
に
あ
た
っ
て
は
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
募
集
。
延
べ
2
0
0
0
人
ほ
ど
が

参
加
し
て
13
年
に
高
さ
17
・
6
m
の
巨
大
灯

籠
「
嘉か
ろ
く六
」
が
完
成
し
、
そ
の
年
の
夏
に
第

1
回
「
天
空
の
不
夜
城
」
を
開
催
、
1
世
紀

の
時
を
超
え
て
巨
大
灯
籠
を
復
活
さ
せ
る
こ

夜空を彩る巨大灯籠
「天空の不夜城」

東北会企画①

と
が
で
き
ま
し
た
。

「
嘉
六
」
が
制
作
さ
れ
た
翌
14
年
に
は
高
さ

24
・
1
m
の
城
郭
型
灯
籠
「
愛ち
か
す
え季

」
を
制
作
。

以
来
、
毎
年
8
月
3
〜
4
日
に
2
基
の
巨
大

灯
籠
、
能
代
若
、
能
代
小
若
の
灯
篭
が
能
代

の
夜
を
彩
り
、
今
で
は
二
日
間
で
20
万
人
も

の
観
光
客
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
す
。

現
在
、
巨
大
灯
籠
を
通
年
観
光
に
役
立
て

る
こ
と
を
計
画
中
で
す
。
組
み
上
げ
た
状
態

の
ま
ま
で
展
示
で
き
る
超
巨
大
保
管
庫
を
作

り
、
観
光
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
運
営
し
て
い
こ

う
と
い
う
わ
け
で
す
。
ま
た
、
青
森
市
の

「
ね
ぶ
た
」、
秋
田
市
の
「
竿
灯
」、
盛
岡
市

の
「
さ
ん
さ
踊
り
」
な
ど
、
東
北
の
祭
り
を

め
ぐ
る
ツ
ア
ー
も
実
施
し
て
、
よ
り
多
く
の

観
光
客
を
呼
び
込
み
た
い
で
す
。「
能
代
役
七

夕
」「
こ
ど
も
七
夕
」
と
「
天
空
の
不
夜
城
」

の
開
催
期
間
中
に
、「
観
光
客
1
0
0
万
人
」

が
目
標
で
す
。

「愛季」は、戦国時代に
この辺りを治めていた
檜山城城主「安東愛季」
の名にちなんだもの。
灯籠は、勇ましい武者
絵巻をイメージして作
られている

左が「嘉六」、右が「愛
季」。2基の巨大灯籠が
すれ違う瞬間が祭りの
最大の見せ場

「嘉六」復元のもとになった明
治時代の銀板写真。色は「能
代役七夕」の灯籠を参考に決
定した

祭りには大人から子
どもまで多くの観光
客が訪れる

　能
の し ろ

代市は秋田県の北西に位置する人口約5万2000人のまち。西に雄
大な日本海、北に世界遺産「白神山地」を望み、古くから海運業と林業で
栄えてきました。2010年から巨大な灯籠を掲げる七夕祭り「天空の不
夜城」を開催するなど、近年観光産業にも力を入れています。能代商工
会議所の柳原 清司氏に、祭りの歴史と今後の展望について伺いました。
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盛
岡
市
と
奥
州
市
が
二
大
産
地

鋳
造
技
法
を
駆
使
し
た
「
鋳
物
」

岩
手
県
が
世
界
に
誇
る
「
南
部
鉄
器
」
は
、

17
世
紀
の
中
頃
に
製
造
が
始
ま
っ
た
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
当
時
の
南
部
藩
主
が
京
都
か

ら
職
人
を
呼
び
寄
せ
、
領
内
で
豊
富
に
採
れ

る
木
炭
や
砂
鉄
を
使
っ
て
釜
を
作
ら
せ
た
と

い
う
記
録
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

宝
暦
年
間
（
1
7
5
1
〜
1
7
6
4
年
）

に
な
る
と
、
武
士
や
文
人
の
間
で
茶
道
が
流

行
し
、
3
代
目
・
小こ
い
ず
み
に
ざ
え
も
ん

泉
仁
左
衛
門
が
茶
釜
を

少
し
小
さ
く
し
て
、
ツ
ル
（
取
っ
手
）
と
注

ぎ
口
を
付
け
る
こ
と
を
考
案
。
こ
れ
が
、
南

部
鉄
器
の
代
名
詞
と
も
言
え
る
「
鉄
瓶
」
の

ル
ー
ツ
と
さ
れ
ま
す
。
そ
の
後
、
鉄
瓶
は
茶

釜
や
土
瓶
に
と
っ
て
代
わ
り
、
次
第
に
湯
沸

か
し
の
日
用
品
と
し
て
広
く
使
わ
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
戦
中
に
は
一
時
製
造
禁
止

に
な
る
な
ど
、
継
承
が
危
ぶ
ま
れ
た
時
期
も

あ
り
ま
し
た
が
、
ど
う
に
か
そ
う
い
っ
た
危

機
を
乗
り
越
え
、
伝
統
的
な
技
法
を
現
在
ま

で
脈
々
と
受
け
継
い
で
い
ま
す
。

南
部
鉄
器
は
鋳
造
技
法
を
駆
使
し
た
、
い

わ
ゆ
る
「
鋳
物
」
で
す
。
高
温
で
溶
か
し
た

鉄
を
鋳
型
に
流
し
込
ん
で
成
型
し
、
最
後
に

研
磨
・
着
色
し
て
完
成
さ
せ
ま
す
。
こ
う
言

う
と
簡
単
に
聞
こ
え
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、

実
は
70
〜
80
工
程
が
あ
り
、
そ
の
ほ
と
ん
ど

が
手
作
業
で
す
。
一
人
前
に
な
る
た
め
に
は

「
15
年
」
と
言
わ
れ
、
作
品
に
自
分
の
名
前

を
付
け
ら
れ
る
釜
師
に
な
る
に
は
「
30
〜
40

年
」
は
か
か
り
ま
す
。

現
在
、
盛
岡
市
に
は
17
社
、
奥
州
市
に
は

55
社
が
あ
り
、
職
人
た
ち
が
日
々
工
夫
を
重

ね
な
が
ら
、
鉄
瓶
の
他
、
カ
ラ
ー
バ
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
が
豊
か
な
急
須
、
鍋
敷
、
風
鈴
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
商
品
を
製
造
し
て
い
ま
す
。

水
が
お
い
し
く
な
り

貧
血
予
防
も
期
待
で
き
る

南
部
鉄
器
の
海
外
輸
出
は
、
約
20
年
前
か

ら
本
格
的
に
始
ま
り
ま
し
た
。
あ
る
大
手
メ

ー
カ
ー
が
フ
ラ
ン
ス
の
紅
茶
専
門
店
に
急
須

を
輸
出
し
た
こ
と
か
ら
徐
々
に
人
気
が
広
が

り
、
今
で
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
は
じ
め
、
ア
メ

リ
カ
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
中
国
、
台
湾
な
ど

に
輸
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

中
国
と
言
え
ば
、
南
部
鉄
器
も
「
爆
買
い

ブ
ー
ム
」
の
恩
恵
に
預
か
り
ま
し
た
。
ピ
ー

ク
の
3
〜
4
年
前
に
は
、
国
内
の
百
貨
店
か

ら
南
部
鉄
器
が
消
え
、
バ
イ
ヤ
ー
が
わ
ざ
わ

ざ
こ
こ
盛
岡
ま
で
買
い
付
け
に
来
る
と
い
う

人
気
ぶ
り
。
1
個
5
万
円
の
鉄
瓶
が
、
中
国

に
持
っ
て
帰
る
と
15
万
円
ほ
ど
で
売
れ
た
そ

う
で
、
大
量
予
約
ま
で
取
り
付
け
る
人
も
い

ま
し
た
。
近
年
は
ブ
ー
ム
も
落
ち
着
き
ま
し

た
が
、
い
ま
だ
生
産
が
追
い
つ
い
て
い
な
い

企
業
も
あ
る
よ
う
で
す
。

南
部
鉄
器
の
魅
力
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、

東北会企画②

海外でも大人気 !!

400年の歴史を誇る
「南部鉄器」

特
に
「
水
が
お
い
し
く
な
る
」「
貧
血
が
予
防

で
き
る
」
と
い
う
点
が
私
は
優
れ
て
い
る
と

思
い
ま
す
。
鉄
瓶
で
水
道
水
を
沸
か
す
と
カ

ル
キ
が
除
去
さ
れ
、
代
わ
り
に
、
体
に
吸
収

さ
れ
や
す
い
鉄
分
の
「
二
価
鉄
」
が
溶
け
出

す
の
で
す
。
南
部
鉄
瓶
を
使
い
続
け
て
、「
肌

荒
れ
が
治
っ
た
」
と
い
う
方
も
い
ま
す
。

南
部
鉄
器
は
、
正
し
く
手
入
れ
を
す
れ
ば
、

30
〜
40
年
は
持
ち
ま
す
。
ぜ
ひ
皆
さ
ん
も
毎

日
、
使
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。
一
層
お
茶
が

お
い
し
く
感
じ
ら
れ
ま
す
よ
。

真鍮の棒で鋳型に一つひとつ文様を刻む「文様
捺し」。南部鉄器独特の「アラレ模様」はこの作
業によってつくられる

1400～1500℃に溶かした鉄を鋳型に流し込む
「鋳込み」。（写真提供：株式会社岩鋳）

（左）最近では、カラフルなデザイ
ンの製品も登場。（写真提供：盛岡
観光コンベンション協会)

（下）昭和50年には伝統的工芸品
として全国第1号の指定を受けて
いる南部鉄器

　みちのくの特産品として知られる岩手県の「南部鉄器」。その歴史は
古く、17世紀には既に製造が始まっていたとされます。現在、代表的な
鉄瓶の他に、フライパンや花瓶、鍋、急須、風鈴など、さまざまなアイテ
ムが製造され、海外輸出でも人気を集めています。南部鉄器の歴史と魅
力について、南部鉄器協同組合の松浦 清富氏に伺いました。
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村
山
エ
リ
ア
の
生
産
者
と
提
携

と
れ
た
て
の
野
菜
を
そ
の
場
で
味
わ
う

豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
た
山
形
県
は
、
米
、

そ
ば
、
山
形
牛
、
さ
く
ら
ん
ぼ
、
ラ
・
フ
ラ

ン
ス
な
ど
、
お
い
し
い
食
材
の
宝
庫
で
す
。

そ
こ
で
村
山
エ
リ
ア
で
は
、
以
前
か
ら
新
鮮

な
野
菜
や
果
物
の
味
を
多
く
の
方
々
に
味
わ

っ
て
い
た
だ
こ
う
と
、
収
穫
体
験
な
ど
の
グ

リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
受
け
入
れ
側
の
農
家
さ
ん
の
都

合
に
よ
っ
て
「
ま
と
ま
っ
た
人
数
が
集
ま
ら

な
い
と
キ
ャ
ン
セ
ル
に
な
る
」「
数
週
間
前
か

ら
予
約
が
必
要
」
な
ど
、
参
加
の
間
口
が
狭

い
も
の
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
こ
で
、
よ
り
多
く
の
方
が
気
軽
に
参
加

で
き
る
企
画
と
し
て
始
め
た
の
が
「
週
末
は

山
形
で
農
園
ラ
ン
チ
」
で
す
。
主
催
は
村
山

エ
リ
ア
の
7
市
7
町
の
観
光
関
係
者
で
組
織

す
る
「
や
ま
が
た
広
域
観
光
協
議
会
」
で
、

そ
の
事
務
局
を
当
観
光
振
興
室
が
務
め
て
い

ま
す
。

農
園
ラ
ン
チ
は
「
農
園
で
収
穫
体
験
を
し

た
後
、
そ
の
食
材
を
使
っ
た
料
理
を
味
わ

う
」
と
い
う
企
画
で
す
。
例
え
ば
、
こ
れ
ま

で
「
30
種
の
ミ
ニ
ト
マ
ト
を
収
穫
後
、
ト
マ

ト
の
コ
ー
ス
料
理
を
堪
能
す
る
」「
も
ぎ
た
て

の
リ
ン
ゴ
や
モ
モ
を
フ
ル
ー
ツ
シ
ェ
イ
ク
に

す
る
」
な
ど
の
企
画
を
実
施
。
そ
の
他
「
ピ

ザ
釜
で
の
ピ
ザ
焼
き
体
験
」
や
「
無
添
加
ソ

ー
セ
ー
ジ
づ
く
り
」
な
ど
の
調
理
体
験
も
実

施
し
ま
し
た
。

2
0
1
5
年
の
開
始
以
降
、「
農
家
さ
ん

と
ふ
れ
あ
い
な
が
ら
、
旬
の
素
材
の
料
理
が

味
わ
え
る
」
と
年
々
評
判
に
な
り
、
昨
年
は

約
2
0
0
組
の
方
が
参
加
。
30
〜
40
歳
代
の

女
性
や
フ
ァ
ミ
リ
ー
層
が
中
心
で
、
中
に
は

「
子
ど
も
の
自
由
研
究
の
テ
ー
マ
に
す
る
」
と

い
う
ご
家
族
も
い
て
、
山
形
の
食
を
さ
ま
ざ

ま
な
形
で
楽
し
ん
で
い
た
だ
い
て
い
る
と
感

じ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
農
家
側
か
ら
は
「
参
加
者
の
笑
顔

を
見
る
こ
と
が
で
き
て
う
れ
し
い
」「
モ
チ
ベ

ー
シ
ョ
ン
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る
」
と
い
っ
た

声
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
15
年
は
7
農
園

で
し
た
が
、
17
年
は
15
農
園
に
増
加
。
今
年

度
は
さ
ら
に
多
く
の
農
家
さ
ん
に
協
力
い
た

だ
く
予
定
で
す
。

目
標
は
通
年
開
催

収
穫
体
験
は
7
0
0
円
か
ら

4
年
目
と
な
る
今
年
は
、
さ
ら
に
気
軽

に
参
加
で
き
る
企
画
に
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
こ
れ
ま
で
は
「
収
穫
体
験
と
ラ
ン
チ

の
セ
ッ
ト
で
2
0
0
0
〜
3
0
0
0
円
、
所

要
2
〜
3
時
間
」
が
大
半
だ
っ
た
の
で
す
が
、

今
年
は
収
穫
体
験
の
み
の
コ
ー
ス
を
増
や
し
、

価
格
も
7
0
0
円
か
ら
に
し
ま
し
た
。
ま
た

例
年
は
5
月
下
旬
か
ら
11
月
中
旬
に
か
け
て

の
開
催
で
し
た
が
、
今
年
度
は
通
年
開
催
の

いま人気を集める
「週末は山形で農園ランチ」

予
定
で
す
。
さ
っ
そ
く
4
月
上
旬
か
ら
開
始

し
、
ア
ス
パ
ラ
、
タ
ラ
の
芽
、
ワ
ラ
ビ
な
ど

の
収
穫
を
楽
し
ん
で
も
ら
い
ま
し
た
。
特
に

好
評
だ
っ
た
の
は
自じ
ね
ん
じ
ょ

然
薯
の
収
穫
体
験
。
ま

だ
雪
の
残
る
畑
の
土
を
掘
り
起
こ
し
て
、
旨

味
が
ギ
ュ
ッ
と
凝
縮
さ
れ
た
自
然
薯
を
引
き

抜
い
て
も
ら
う
と
い
う
も
の
で
す
。
現
場
で

は
時
折
、
歓
声
が
上
が
る
な
ど
、
楽
し
ん
で

い
た
だ
け
た
よ
う
で
す
。

皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
、
山
形
な
ら
で
は
の
旬
の

食
材
を
味
わ
い
に
来
て
く
だ
さ
い
。
自
分
の

手
で
と
っ
た
食
材
の
味
は
格
別
で
す
よ
。

村山市の農家で組織する
「長谷地ファイブ」による
里芋の収穫体験

大江町の農園「ゆかいな
野菜村」で収穫したトマ
トを使ったコース料理

村山市の農家レストラン「たも山工房　草木
庵」のランチ。旬の野菜を使用

今年から始まった「大石田町新作物開発研究
会」による自然薯の収穫体験

　東北地方の南西部に位置する山形県は、村山地方・最上地方・置
おきたま

賜地
方・庄内地方の大きく4つの地域に分かれ、それぞれ特有の文化や自然に触
れることができます。2015年から県の東部中央に広がる村山地域で、「週
末は山形で農園ランチ」という企画がスタート。その魅力について、山形県村
山総合支庁地域産業経済課観光振興室室長の小林 克靖氏に伺いました。

問い合わせ●やまがた広域観光協議会　☎023-621-8441

東北会企画③
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「会計人の責務として」

な
動
物
で
、
山
あ
れ
ば
谷
あ
り
、

と
い
う
の
を
、
特
に
山
頂
に
い
れ

ば
こ
そ
忘
れ
て
し
ま
う
。
来
る
は

ず
の
な
い
谷
が
見
え
な
い
（
見
な

い
）
か
ら
、
備
え
を
し
な
い
、
と

い
う
の
で
は
、
あ
っ
と
い
う
間
に

流
れ
に
飲
み
込
ま
れ
て
し
ま
う
。

そ
う
な
ら
な
い
よ
う
に
、
来
る
は

ず
の
な
い
谷
を
想
像
す
る
き
っ
か

け
を
提
供
す
る
の
が
、
会
計
人
の

責
務
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
こ
れ

に
よ
っ
て
経
営
者
は
、
谷
へ
の
備

え
を
し
て
く
れ
る
（
は
ず
だ
…
）。

そ
う
し
て
ク
ラ
イ

ア
ン
ト
が
成
長
し
て

く
れ
れ
ば
、
ク
ラ
イ

ア
ン
ト
自
身
に
と
っ

て
は
も
ち
ろ
ん
良
い

し
、
そ
の
取
引
先
、

ひ
い
て
は
そ
の
地
域

に
と
っ
て
も
プ
ラ
ス

に
な
る
。
近
江
商
人

の
「
三
方
よ
し
」
の

き
っ
か
け
づ
く
り
を

す
る
の
が
会
計
人
、

と
い
う
言
い
方
も
で

き
る
か
も
し
れ
な
い
。

身
近
な
地
域
を
良
く
す
る
活
動

と
い
う
意
味
で
は
、
青
年
会
議
所

（
J
C
※
）
運
動
も
同
じ
か
も
し

れ
な
い
。
会
計
を
扱
う
会
計
人
で

あ
れ
ば
、
ほ
と
ん
ど
の
人
が
耳
に

し
た
こ
と
が
あ
る
は
ず
だ
。
J
C

に
対
し
て
抱
く
イ
メ
ー
ジ
は
人
そ

れ
ぞ
れ
か
も
し
れ
な
い
が
、
明
る

い
豊
か
な
社
会
を
築
き
上
げ
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
J
C
は
活
動

を
展
開
し
て
い
る
。
私
も
メ
ン

バ
ー
の
一
員
と
し
て
活
動
し
て
い

る
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
苦
労
が
あ

る
。
そ
れ
で
も
、「
地
域
の
た
め

に
」
と
い
う
思
い
と
、
そ
れ
が
少

し
で
も
形
に
な
っ
た
と
き
の
達
成

感
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
活
動
を
継

続
で
き
る
。
そ
し
て
多
く
の
温
か

い
支
え
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
活

動
を
継
続
で
き
る
。
メ
ン
バ
ー

だ
か
ら
か
も
し
れ
な
い
が
、
地

域
か
ら
J
C
が
な
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
ら
と
考
え
る
と
ぞ
っ
と
す

る
。
あ
の
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
は
実

は
J
C
が
や
っ
て
い
た
の
か
…

そ
う
な
ら
な
い
た
め
に
も
、
張
り

切
っ
て
活
動
し
た
い
と
思
う
。

私
個
人
と
し
て
は
、
会
計
人
は

ク
ラ
イ
ア
ン
ト
の
適
切
な
成
長
を

支
え
る
役
目
を
担
っ
て
い
る
と
感

じ
て
い
る
。
と
り
わ
け
、「
適
切

な
」
と
い
う
点
を
強
調
し
た
い
。

日
々
、
目
ま
ぐ
る
し
く
動
く
経

済
と
い
う
大
き
な
流
れ
の
中
で
、

何
と
か
流
れ
に
乗
る
努
力
を
し
な

が
ら
も
、
時
に
は
翻
弄
さ
れ
、
時

に
は
波
に
乗
り
、
勢
い
が
つ
く
こ

と
も
あ
る
。
そ
れ
が
経
営
だ
と
思

う
。ま

た
、
人
は
忘
れ
る
の
が
得
意
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※Junior Chamberの略
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（秋田県能代市）
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